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教員養成大学における飼育動物を用いた生命理解教育
斉藤千映美*・渡辺孝男*
Toward Life Science Education using Captive Animals in Teacher Training Course
Chiemi SAITO* and Takao WATANABE*
　要旨 :Goats and rabbits have been kept in the campus of Miyagi University of Education since 2010, 
for the development of teaching material of life science education.  Captive management system of goats 


































































る．参加する学生は，半期（前期が 4 月から 9 月，後








2012 年度は，前期（4 ～ 9 月）に 20 名，後期（10 ～
3 月）に 16 名が，ボランティアとして飼育に参加した．
これらの学生に聞き取り調査を行い，活動から何を得
ているか，何を望んでいるか調べた．
2） 大学講義科目「生活」（受講者 31 名）「生命環境科
学」（受講者 18 名）の授業


































































ケースは 1 件のみで，6 月に実施した「子ヤギ命名キャ
表1.　2012年度のふれあい活動
日数 日付 対象 内容 学生参加者数
1 4/7 大学生 ふれあい ボランティア 4 名
1 6/13 中学生 たい肥贈呈，ふれあい ボランティア 2 名
3 6/26-28 大学生 子ヤギ命名キャンペーン 授業受講生 29 名，ボラ 9 名
1 6/30 高校生 ふれあい，チーズ作り ボランティア 8 名
2 7/14-15 教員 公開講座 ボランティア 2 名
1 7/26 小学生 ふれあい，チーズ作り ボランティア 2 名
1 7/28 小学生 ふれあい，チーズ作り ボランティア 5 名
1 8/1 高校生 ふれあい（オープンキャンパス） ボランティア 8 名
1 8/23 小学生 ふれあい ボランティア 1 名
2 9/18, 25 小学生 ふれあい ボランティア 3 名
2 10/20, 21 一般市民 ふれあい（大学祭） ボランティア 7 名
1 11/14 中学生 ふれあい ボランティア 2 名
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の飼育を一つの教材として考えた場合，使い道は理科
や道徳など特定の目的に限られることなく，特に集
団活動を学習するための有能な糸口だとかんがえられ
るからである（今井・阿見，2011）．集団でなければ
飼育できない大型の動物であることから，ヤギの飼育
は子どもにとっては「ひとりではできないが，みんな
でやればできる」ことを実体験する大きな機会である．
また特に，動物との関わりに積極的な子どもにとって，
ヤギの飼育活動は大きな喜びをもたらしてくれる．そ
の一方で，たとえ動物とのふれあいが苦手な子どもで
あっても，動物を教材とする表現活動や探究活動の幅
は広く，どんな子どもでも輝く場面を作ってくれる幅
の広さを持っているのである．教員養成課程の学生に
も，飼育活動への関わりを通じてそうした魅力を理解
してもらいたい．しかし筆者が所属する組織では，残
念ながら現在のところ，そうした体制（ひとつのクラ
ス全体でまとまりをもって飼育活動を行う）で動物の
飼育を行うことが不可能である．そこで，「15 コマ分
の授業を受講している学生が一定の役割を担う」こと
と，「やりたい学生がいつでもボランティアで関わる
ことができる」の 2 つを試してきたのが実情であった．
　授業を受講して強制的にヤギとかかわる学生と，ボ
ランティアで関わる学生の差は大きいだろうと考えて
いたのだが，ヤギとふれあう経験をすることは新鮮で
面白いと感じる点では，どんな学生にも，ほぼ変わり
はなかった．また，「子供にとって動物の飼育は望ま
しいこと」だという学生は，どの集団を対象に調査を
しても 9 割程度になるという点でも，大きな差は見ら
れない．明らかな差が見られたのは，自発的に飼育活
動に毎週参加している学生の場合「飼育は楽しい」と
考えているが，授業で参加した学生は「飼育は大変」
だと考えがちだという点であろう（実際には，授業で
参加した学生のほうが，飼育への関与は少ないのにも
かかわらず，である）．飼育へのネガティブなイメー
ジは，それらの学生が授業外での飼育作業やふれあい
活動に対しても消極的だという点ともつながっている．
　つまり，自ら進んで飼育に携わる学生は飼育活動に
ポジティブなイメージを持っており，それは実際に飼
育を体験した後でも変わらない．そうした学生は，飼
育に主体的にかかわっていることを自覚しており，ふ
れあい活動のような教育サービスにも積極的に参加す
る．むしろ，「もっとふれあい活動を増やしてほしい」
という意見を持つ学生が多い．参加している間の様子
を見ても，まず自らが楽しみ，自信を持って参加者に
接し，多くの人と関わりを持つことができる様子が見
られる．これは，一般的に社交的な学生でも，どちら
かというと内向的ではないかと思われる学生でも，そ
う大差はない．ヤギと接するときも，ヤギとの間で一
対一になることを楽しみつつも，そこにいる他のボラ
ンティアや教職員とともにヤギの行動をネタにしてえ
んえんと会話を続ける場合が多い．
　一方，授業の範囲で飼育に携わる学生の多くは，動
物に魅力を感じてはいるが，飼育することをたいへん
な作業だと思っており，自分から一定の距離を置い
ており，機会を与えられても積極的には関わろうとし
ない．そうした学生の意識は授業で数回の飼育作業を
経験しても，あまり変わらない．その距離感のためか，
実際にヤギを用いてふれあい活動をするという場にお
かれると，消極的になりがちである．ヤギを目の前に
しているときに発する言葉は，周りに同じクラスの友
人学生がいるときであっても，「かわいい」「うわ，す
げえ」「よく食べるなあ」などの感嘆詞が圧倒的である．
言葉は誰に向けてということもなく発せられ，人との
やりとりにはつながりにくい．
授業科目への飼育活動の位置づけ
　このようにして見てみると，大学でヤギの飼育を行
うに当たり，自発的に参加する学生の積極性は大きく，
また自発性があればあるほど，経験をつんで，飼育の
技能や社会性などを身につけていくように見える．し
かし，最初からヤギに対して一線を引いている学生に，
授業で飼育を経験させる意味がないわけではない．将
来教壇に立つ学生にとって，決して無駄な体験ではな
いと思われるからである．また，ただ「ヤギがかわい
い」「面白い」から一歩先へ進んで，一人でも多くの
学生に「自分で世話できる」という自信を持ってもらっ
たり，「動物は，それを用いて多くの人と関わりあう
ツールである」という理解ができるようになるまでに
は，シラバスと授業の内容により工夫が必要ではない
かと考える．
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　授業でヤギの飼育活動を取り入れる場合に，最低限
触れるべき学習の観点を表 2 に挙げた．これらの内容
は，実はすでに授業で取り扱っているものばかりであ
る．今後は，これらの内容を整理し簡略化できるとこ
ろは簡略にしつつ，ふれあい活動やヤギをテーマにし
た教育教材の作成活動など，学生の飼育動物活用の幅
を増やし，多様な形での飼育への関与が可能になるよ
う，取り組んでいきたい．
表2.　授業科目での取り扱い事項
学校飼育動物の意義
学校における動物飼育教育の実例紹介
動物の観察とふれあい（実習）
飼育施設の管理・堆肥づくり・生産物の利用（実習）
飼育動物の生活史と生態
学校における飼育の法令と衛生
ボランティア学生のあり方について
　現在のところ，飼育活動の大半は職員が行なってお
り，学生ボランティアが飼育管理に必須かといわれる
とそうではない．しかし，飼育動物の生存に必要な要
求を最低限満たすのではなく，彼らがより幸福な生活
ができるようにしていくためには職員 1 名の力では十
分ではない．また，その教材としての力を引き出すこ
とのできる飼い方をするために必要な作業は多く，ボ
ランティアはそういう意味でヤギの飼育にとって不可
欠な存在となっている．また，ヤギやウサギなど飼育
動物そのものも，ふだんから多くの人間に接すること
に慣れていると，ふれあい活動は格段にやりやすい．
　しかし，実のところボランティア学生の最も優れて
いるところは，彼らの動物と関わることを楽しむ姿勢
がふれあい活動で効果的に発揮されていること，そし
て彼ら一人ひとりの意識や意見が，動物飼育を教育に
活かす上で非常に筆者の参考になっているという点で
ある．
　今回の聞き取り調査では，今後のボランティア活動
活性化のための意見も聴取した．中でも意見の多かっ
た「あらかじめ年間のイベントスケジュールなどが明
らかであること」（7 名）は，彼らの主体性を持って
関わりたいという姿勢の反映であろう．「ふれあい活
動をより多くする」「仕事の分担を明確に」など，積
極的な意見も多く見られたことから，今後のボラン
ティア活動のあり方を検討する上で参考にしていきた
い．
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